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無線通信を行う目的で各種の送信機から電波 た。
を発射する場合には，国際電気通信条約附属無
線通信規則並びに電波法及びこれに基づく無線
設備規則によって｀｀電波の質’'が厳しく守られ
て円滑な無線通信ができるようになっています。
写真の周波数計は太平洋戦争前から戦後にか
けて日本の船舶が無線送信機から定められた電
波を正しく放射するために＂電波の偏り’'を測
定するために使用した測定器です。
このころ日本の船舶通信に使用されていた周
波数帯は長波 (110KHz__, 150 KHz)帯， 中波
(365 KHz _, 550 KHz)帯，中短波帯 (1500KHL
~3500kHz)帯及び短波 (4MHz,6MHz, 8 M 
Hz, llMHz-13皿 z,16MHz-17皿 z)帯の
中の定められた周波数が使われていました。
当時主に使っていました周波数計は，一般に
ヘテロダイソ電波計と呼ばれ，周波数を極めて
高い精度で較正した発振器から得られた周波数
と測定する電波を混合させて，ゼロピート（ゼ
ロ唸）を求めて較正表から周波数を読み取りま
す。測定された周波数の精度は高く， 0.01%の
確度で測定することもできるといわれていまし
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写真の測定器で測定するにはふたの内側につ
いている表で較正し別添の周波数読み取り表か
ら測定した周波数を求めます。
線 周 波 数 主較正点 較正点
輪 範囲 (kc) I I 周波数(kc)(lOOOkc) (lOOkc) 
1 3200-2700 41.0 3000 
2 2700,-...,2270 44.0 2500 
3 2270-1900 68.0 2000 
4 1900-1600 62.0 1700 
5 20,..,, 169 48.0 181. 818 
6 169---142 54.0 153.846 
7 142-119 38.5 133.333 
8 119~ 100 69.5 105. 263 
旧制度の卒業生は現在の無線送信機のような
水晶制御式送信機のほかに，水晶片で発振周波
数を決定しない自励送信機も数多く使用された
と思います。そのようなときには欠かせない測
定器でした。 （表面文字｀｀藤’'は旧藤沢支所の
ことです9
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